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  科に共通する見方・考え方を指導できるようになる。 
③ 平成 30年度からと考えられる次期小学校学習指導要領の移行措置において，附属学校や   
  地域の学校へ対して，教科固有の見方・考え方とともに他教科に共通する見方・考え方  
   の観点から指導・助言ができる。 
④ 今後想定される学部の教育課程の改革において，教育の現代的課題へ対応できるカリキ  










② 同時に，各教科で育成する資質・能力を『「21世紀を生き抜くための能力」の「思考力」   
の捉え方（内部資料）』から抽出・再検討を加えて，各教科で 育成する資質・能力を整  
   理した。 
 









































             
                         教員養成カリキュラムの構造 
                               
 
研究成果の発表状況 
『「思考力」を育てる −上越教育大学からの提言１−』上越教育大学出版会 2017.6 
『「実践力」を育てる −上越教育大学からの提言２−』上越教育大学出版会 2017.12 
「『思考力』が育つ教員養成 −上越教育大学からの提言３−」上越教育大学出版会 2018.1 
「『実践力』が育つ教員養成 −上越教育大学からの提言４−」上越教育大学出版会 2018.2 
 
  
学校現場や授業への研究成果の還元について 
 本学附属小・中学校の研究会において，本プロジェクトの分担者の殆どが指導者・助言者
として関わり，各教科における見方・考え方と教科横断的な考え方・教育内容について述べ
ている。また，公立の小・中学校においても同様な発信を行い，教育現場に研究成果の還元
を行ってきた。 
 大学の授業に関しては，平成 30年度以降，学習指導要領の改訂に伴い，各教科指導法の
授業を中心に本プロジェクト研究の成果が還元されるのは明らかである。 
 
 
 
 
 
 
 
